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筑波大学附属視覚特別支援学校
第２３回視覚障害教育研究協議会開催のお知らせ（第２報）

拝啓
晩秋の候、皆様におかれましては益々御健勝のこととお慶び申し上げます。
さて本校では、下記の要領にて第２３回視覚障害教育研究協議会を開催いたします。令和２年度から実施されている学習指導要領に基づき、全校で統一した研究テーマ「様々な感覚を活用した体験的学習を通して学びに向かう力を育成する教育実践―視覚障害教育の専門性に根ざして―」のもとに、各部科および教科・領域や研究グループにおいて実践研究を継続して行っております。
本研究協議会は、１年間の研究成果を報告し、視覚障害教育に携わる諸先生方とともに研究・協議することを目的としています。会の趣旨について御理解いただき、関係教職員の方々に御周知いただきますとともに、派遣につきまして御配慮くださいますよう、お願い申し上げます。 　
敬具
記

１．日　時　　令和９年２月１３日（土）　９：００～１６：００　（受付開始　８：３０）

２．会　場　　筑波大学附属視覚特別支援学校（東京都文京区目白台３－２７－６）

３．内　容
午前：授業公開　幼稚部
小学部（各学年・特別学級）
中学部・高等部（各教科・自立活動）
分科会　　＊分科会では、授業公開および日頃の取り組みについて参加者の皆様と
意見交換をします。
幼稚部　小学部盲弱教育研究グループ　小学部重複教育研究グループ
中学部・高等部　国語　社会　数学　理科　英語　体育　技術家庭　自立活動
小中高合同　図工・美術　音楽
午後：研究協議会
テーマ１「小学部段階での基礎的・基本的な力を育む教育実践」（小学部盲弱教育研究グループ）
テーマ２「子どもが様々な感覚を活用し、わかる・できた・楽しいと感じられる授業づくり」
（小学部重複教育研究グループ）
テーマ３「触って理解する社会科教材の研究」（中高社会科）
テーマ４「手でみる観察の進め方―対話による観察の深化―」（中高理科）
テーマ５「音楽的理解と表現の統合、および主体的に学ぶ力の育成への試み」（音楽科）
　　テーマ６「視覚障害のある幼児児童生徒の主体的な食行動を育てる食育の工夫」(栄養）



４．日　程
受　　　付　　　　　　　８：３０～　９：３０　※午後のみ参加の場合１３：００～１３：３０
幼稚部保育公開	　９：３０～１０：４５
小学部授業公開	　９：１０～　９：５５（１時限）　１０：０５～１０：５０（２時限）
中学部・高等部授業公開　９：００～　９：５０（１時限）　１０：００～１０：５０（２時限）
分　科　会　　　　　　１１：２０～１２：３０
　研究協議会　　　　　　１３：３０～１６：００

※１３：３０まで、理学療法科の教育について紹介いたします。

５．参加費　　２，０００円

６．申込方法　（今年度は全体の定員を１２０名程度とさせていただいております。）

１次申込：各盲学校、関係機関から２名まで申し込むことができます。
下記Googleフォームより、各学校・団体ごとにお申込みください。
所定のフォームに従って午前の分科会および午後の協議会のそれぞれについて
[image: QR コード

自動的に生成された説明]第２希望まで入力してください。
https://x.gd/FFspp
【申込期間：令和８年１１月１６日 ９時 ～１２月４日１７時】
（１次申込フォーム）


２次申込：１次申込で人数が確定後、定員の空き状況により個人で申し込むことができます。
２次申込は分科会・協議会ごとに定員になり次第締め切らせていただきます。（先着順）
[image: QR コード

自動的に生成された説明]https://x.gd/lw1fs
【申込期間：令和８年１２月１４日 ９時 ～１２月１８日１７時】
（２次申込フォーム）


申込後、参加費一人２，０００円を同封の振り込み用紙を利用する、もしくは、直接下記口座にお振込・送金してください。その際、申込代表者氏名が必ずわかるように、振込用紙に明記していただくか、振込・送金の際にご入力いただきますようお願い申し上げます。また、お支払いいただいた参加費は、お返しすることができません。欠席の場合、研究協議会終了後に「研究協議会実施要項」と「指導案集」を送付いたします。
【入金期限：令和９年１月８日】
[bookmark: _Hlk211711219]
◆郵便局からご送金の場合◆
振込先　　　　　　　ゆうちょ銀行
記号・番号	　００１７０－７－２５９５３８
加入者名	　　　　　筑波大学附属盲学校研究・研修部

◆他銀行からお振込みの場合◆
振込先　　　　　　　ゆうちょ銀行
支店名　　　　　　　〇一九（ゼロイチキュウ）店
預金種類　　　　　　当座預金
口座番号　　　　　　０２５９５３８
加入者名　　　　　　筑波大学附属盲学校研究・研修部


分科会及び協議会には、会場の都合により定員を設けているものがあります。1次申込であっても定員を大幅に超える場合には、第２希望の分科会および協議会へ参加していただくことになることがございますので、ご了承ください。参加希望は、午前の分科会および午後の協議会のそれぞれについて第２希望まで入力して、お申込みください。なお、ご参加いただく分科会と協議会については、当日受付にてお渡しする名札に記載してご案内いたします。　

７．その他
（１）感染症の状況や天候等の事情で、万一中止や日程に変更等が生じる場合、本校のホームページにて案内いたしますので、必ず事前にご確認をお願いいたします。
ＵＲＬ（ホームページアドレス）：［https://www.nsfb.tsukuba.ac.jp/］
（２）電子メールにてご連絡を差し上げる場合がありますので、「 nsfb.tsukuba.ac.jp 」のドメインから電子メールを受け取ることができるよう、事前に手続きをお願いいたします。
（３）天候や感染症の流行等のため、当日、学級閉鎖等の措置が必要となった場合、該当クラスの授業が実施できない場合があります。感染症に関わる対応は、国及び各地方自治体の指導に基づきますが、体調不良の場合は、ご来校をご遠慮くださいますようお願いいたします。体調不良等で当日欠席される場合は、受付時間（８：３０～９：３０）内に下記連絡先にお電話いただけますようお願いいたします。　　
（４）当日、本校の記録として撮影等を行っておりますが、参加の皆様による写真及びビデオの撮影等は、お断りいたします。
（５）昼食は、参加者各自でご準備いただけますようお願いいたします。なお、本校の近辺にはお弁当等を購入できるお店が限られておりますので、ご注意ください。
（６）宿泊について、ホテル等の斡旋は行っておりません。お手数ですが、各自でご手配ください。
（７）同封の点字資料は、本案内の内容を抜粋したものです。全ての点字データは、本校のホームページよりダウンロードしていただくことができます。必要に応じて、ご利用ください。
（８）点字使用の方には研究協議会の前日までに資料をメールにて送付いたします。


[image: ]【問い合わせ先】
筑波大学附属視覚特別支援学校
電　話　０３－３９４３－５４２３
Email　kyogikai@nsfb.tsukuba.ac.jp
研究協議会担当　三浦・佐野・蓬来




本校ＨＰ



















幼稚部・小学部　保育・授業公開について


【幼稚部】（９：３０～１０：４５）
	学　年
	教　室
	担　当
	保育テーマ

	３・４・５歳児
	１１９
	石谷、阪本、
三浦、
髙橋（里）
	自由遊び
あつまり




【小学部】
１時限目（９：１０～９：５５）
	学級
	学年
	教科・領域
	教室
	担当
	授業テーマ

	盲弱学級
	２年
	算数
	１０９
	中根
	はこの形

	
	３年
	国語
	１０８
	小島
	つたわる言葉で表そう

	
	４年
	算数
	２１５
	松田
	直方体と立方体

	
	５年
	国語
	２１６
	佐藤（恵）
	言葉を使い分けよう

	
	６年
	音楽
	２１９
	塚田、佐東、藤原
	音楽会に向けて



２時限目（１０：０５～１０：５０）
	学級
	学年
	教科・領域
	教室
	担当
	授業テーマ

	盲弱学級
	１年
	算数
	１１０
	佐々木
	ずをつかってかんがえよう

	
	２年
	体育
	１６０
	佐藤（寛）
	サウンドテーブルテニス

	
	３年
	理科
	１０８
	浅野
	じしゃくのせいしつ

	
	４年
	自立活動
	学校周辺
雨天:校内
	中村
	住宅街の歩行

	
	６年
	社会
	２１７
	佐東
	日本とつながりの深い国々

	特別学級
	３年
４年
５年
	生活単元学習
	１１３
	瀬端、田邊
	季節を楽しもう

	
	５年
６年
	国語
	１１１
	小西、藤原
	みんなで楽しく





中学部・高等部　授業公開について

【中学部】Ａ（点字使用クラス）Ｂ（墨字使用クラス）
【高等部】

１時限目（９：００～９：５０）
	学　年
	教科科目・領域
	教　室
	担　当
	授業テーマ

	中１Ａ
	自立活動
	校外
２０２
	明比・氣仙
藤谷・三宅
	歩行（個別）
情報機器の活用

	中１Ｂ
	国語
	２１０
	永野
	自分の言葉で表現する

	中３Ｂ
	理科（地学）
	３１０
	柴田
	地球の公転と年周運動

	高２
	歴史総合
	３１３
	佐藤（信）
	第二次世界大戦



２時限目（１０：００～１０：５０）
	学　年
	教科科目
	教　室
	担　当
	授業テーマ

	中１ＡＢ
	体育
	体育館
	古田・蓬来
	ダンス

	中２Ａ
	数学
	２１１
	永井
	三角形と四角形

	中２Ｂ
	美術
	２５３
	町野・佐藤（直）
	自然を形にする

	中３Ｂ
	技術・家庭
	２５１
２５９
	小清水・宮﨑
	情報・調理

	高１
	論理・表現Ⅰ
	３０８
	宇野
	英作文の力を伸ばす

	高２音
	器楽Ａ
	４７０
	永山
	ピアノ演奏における
音楽的理解と表現














研究協議会テーマについて

テーマ１「小学部段階での基礎的・基本的な力を育む教育実践」【小学部盲弱教育研究グループ】
＜講師＞　小林　秀之　氏　
（国立特別支援教育総合研究所　研究企画部　上席総括研究員）

小学部段階での教科教育における基礎的・基本的な力を育む指導について研究し、視覚障害に配慮した指導のポイントについて確認します。また、令和６（2024）年度に作成した「児童用点字の書き方」及び「点字ドリル」を活用した実践について報告します。


テーマ２「子どもが様々な感覚を活用し、わかる・できた・楽しいと感じられる授業づくり」
【小学部重複教育研究グループ】
＜共同研究者＞　星　祐子　氏　
（国立特別支援教育総合研究所特任研究員、横浜訓盲学院学院長）

今年度の研究では、視覚障害とその他の障害を併せ有する児童が、様々な感覚を活用して活動に取り組み、「わかった」「できた」と感じ楽しみながら学習ができるよう授業づくりをしてきました。本協議会では、授業づくりで考えたことや工夫等の経過報告を通して、感覚の活用に対する支援や工夫を生かした授業づくりについて、参加者の皆様と協議をしたいと考えています。


テーマ３「触って理解する社会科教材の研究」【社会科】

社会科の授業等に役立つ触察教材について、参加者が相互にアイディアを共有しつつ、実際に作成してみるワークショップ活動等も交えて、その活用や実践に関する重要なポイントについて考えていきたいと思います。









テーマ４「手でみる観察の進め方―対話による観察の深化―」【理科】

盲学校における手でみる観察（触察）の進め方には、いくつかの留意点があります。例えば、目で見る観察のように全体像を一度に把握することはできないので、今触っている部分は全体の中のどの部分なのかを意識しながら観察させることや、両手でじっくり観察させることなどが挙げられます。その中でも特に大切にしたいことは、「児童生徒を発見者の立場に立たせる」ことです。
これには児童生徒の観察を誘導していく教師側の言葉がけが大切です。児童生徒の気づきを受けとめ、よい所は褒めながら、観察を深めるように発問を用意する、これは視覚障害があってもなくても大事なことで、少人数の盲学校ではむしろやりやすいと言えます。当日は、実際に植物の葉を触察しながら実習し、児童生徒との対話について考えていきたいと思います。


テーマ５「音楽的理解と表現の統合、および主体的に学ぶ力の育成への試み」【音楽科】

現行の学習指導要領では、「学びに向かう力」の育成が掲げられています。本校の教科音楽では、楽譜の読み書きや合唱・合奏において、生徒が言語活動を通じて学び合い、専門課程（音楽科）では、音楽理論・鑑賞研究・音楽史等で学んだ知識を演奏表現に生かし、理解を深めています。
このような学びを通して、意見を交わし音楽表現を高める過程における教員の関わり方について、本校の事例を紹介し、各学校の実態をふまえつつ、児童・生徒の「学びに向かう力」を育む方策を模索していきたいと思います。


テーマ６「視覚障害のある幼児児童生徒の主体的な食行動を育てる食育の工夫」【栄養】

給食は単なる食事の場ではなく、自立に向けた学習の場としての役割も担っています。本校では、日々の給食を生きた教材として、食材に触れ、感じ、言葉にする経験や、食器・食具の扱い、食事の構成について学ぶことなどを通して、幼児児童生徒が自ら食に関わり、選択する力を育てることを大切にしています。
当日は、給食時間における指導や食材の触察、教科等と連携した活動など、本校で行っているさまざまな実践を紹介しながら、視覚障害のある幼児児童生徒の主体的な食行動につながる食育の工夫について、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。
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